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必 ズ シモー致 セル ラ見 ズ、殊 二Eosinophilie二

關 シテハ未ダ尚ホ不 明ナル黙 多 シ.抑 丸結核症

ノ如 ク千攣萬化 ノ病理解剖拉 二病態生理 一斧示 ス

疾 患 二於 テハ本 問題 二就 イテモ亦…定 ノ結論 テ

得難 キハ勿論 ナ レドモ、上述 ノ如 キ結 果 ヲ招來

セシ主ナ ル所 以ハ之 ヲ其 實験 材料 ノ差 異二求 ム

1ぐキモ ノナラ ン

先 ヅ病攣 ノ軽重 ト「エ オジン」性 白血球駁 トノ關

係 二就 イテハ、一般 二古來、重症肺結核 ニ テハ

「エ オ ジン潮 白血球 轍ハ減少或 て哨 滅 シ
・輕症

肺結核 ニテハ正 鴬値5ζハ滅少 アリテモ輕r"i.,.シ
ぷ

テ或ハ反 ヅテ檜多ヲ來 シ,從 ッテ叉「エオジン」

性白血球藪 ノ減少及 ビ滑滅ハ豫後不良 テ、反封

轟檜加及 ビ出現ハ豫後佳良乃至ハ輕快 ノ徴 ヲ示

ストナス者多 シ.帥 チNaegelFハ 重症有熱煙

肺結核ニテハ「エオジン」牲白血球敏著明…滅少

第四章Tuberkelin注 入 ノEosin白 血球藪二及メ影

響

第五章 線括及考按

第六章 結 論

老要交獄

緒 論
ノ

スト言 ヒ、Schilling・"ニ ヨvバ 「エ オ ジン」性 白

血球 ハ感 染 及ビ中毒 二封 シテ最 モ鋭敏 ナル細胞

ニ シテ、斯 カル際 ごハ速 二減少叉 ハ潰失 シ、此 ・

關 係ノ・結核 二於 イテモ同様 ナ リト,,Russew3>モ
メ

亦 同様 ノ結論 ヲ述 一ご、Westphal蛎 ・小見 ノ漕伏

性 結核 二於 イテ出現 スルEosin◎ph{lieハ 結核
塾

感 染 二!封 ス ル個 瞬 ノ圖 箏 ガ 有 数 ナ ル 事 チ物 語 ル

モ ノ デ ア リ、 ドェ オ ジ ン」種 白 噂 球 ノ 減 少 及 ビ潰

滅 ノ個 艦 ノ抵 抗 力 ノ減 褻 セ ル モ ノ ニ シ テ 斯 カ ル

患 者 ハ 豫 後 不良 ナ リ ト シ 、Oestreieh:'i7・ 纏 過 佳

良 ノ者 二 於 テ ハ 屡 穴 著 明 ナ ル 増 加 テ示 ス ト言

ヒ 、 其 他Angereli及Magnanog/ 、Steffenη 、

等 モ 同 様 二 論 ジ、 殊 ・・:・1・Weth砺・「ヱ オ ジ ン」性

白 血 球 ノ層 加 拉 二 欝 現 ハ,,Morgenr6teder

Genesungs`ナ リ ト スeSchulte-Tiggesg)ノ ・更

二 ,・Fatamorgana"ナ リ ト脅 ヒ、 本 邦 二於

イ テ モ 横 井tO)ハTurbanノ 分 類 ニ ヨ ル 第1期 患

者 ニ テ ハ 滅 少 ナ クs而 シテ44%二 於 イ テE(罵i一
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nophilieア リ、 第2期 患者 ニ テノ・稚R減 少 シ、

第3期 患者 ニ テハ著 明二減少 ス ト述 プ。

然ルニ之 二反 シテ上述 ノ所読 ハ原 則的 ユハ認 ム

ルモ之二例 外的 ナル モ ノ存 ス トナス者或 ハ 「エ

ォジン」性 白血球 ハ病幾 ノ輕 重乃 至ハ纒過 ノ如

何 二封 シテ特定 ノ關係 ナ シ ト設 ク者 アリ。 即 チ

Fabrisii}=・sレ バ繭者 聞 …一バー定 ノ關係 テ見出

シ得ズ、結核患者 二於 ケル「エ オ ジン」性 白血球

ノ意義ハ他種{專染病 二於 ケルガ如 ク豫 後佳良 ノ

徴候 ト♂・見傲 シ得零、即 チ活動姓進 行性結核 ノ
」

23%二 於 イ テEosinophilieラ 見 ル トc其 他H。

Vosl2),MMedlari3),P.Weilli£ 等 又 同 様 ノ所

論 ラ述 べ 、 本 邦 ニ テ モ小 林15)ノ 、重 症 結 核 患 者 二
ぶ　ぢ

テEosinophilieア ル2例 テ見、而 シテ其 中1

例 ハ死前十 日間 ノ検血 ナ リシバ注 目スベ シ ト論

ズ、

上述 ノ如 ク.Eosinophilieノ ・輕症肺結核 二於 テ

ノミ出現 シ豫後佳良 ノ徴 ナ リ トナ ス者 ト、重症

ユテモ現 レ從 ツテ豫後 二封 シテー 定 ノ關係 テ認

メ得 ズ トナ ス者 トア リ。余 ノ、先 ヅ肺結核 患者 二

於4テEosinophilieテ 有 スル者 ノ存 否テ検 シ

若 シ斯 カル患者存在 セバ諸種 ノ観察 テ行 ヒ、是

等 ノ患者 二於 イテ ー 定 ノ所見 テ 得 ン ト努 メタ

リ。

次 二結核 「ア レルギー」ト「エ オジ ン」性 白血

球歎 トノ關係 二就 イテ ノ文獣 テ見 ルニ、Grass

及 ビSimmerti6)ノ ・結核 ニ オケルEosinophilie

ノ、急性傳染病 二於 ケル ト異 リ、必 ズ シモ治癒期

テ表ハ スモノニノ、非ズ シテ屡 ㌃過敏性歌態 ノ表

現 ナ リト言 ヒ、Leitneri7)ハEosinophilieノ 、豫

後佳良 ノ徴 トハ考 へ得 ズ シテ、高 「ア ソル ギー」

性状態 ノ徴 ナ ラント述 プ。 現在 ニテノ、直接結核

「アレル¥"riラ 測 定 スル方法 ナ シ
。余 ノ・結核 二

特異性 ナ リ ド考 ヘ ラルルTuberkulinallergie

ラ測 定 セリ。

一過性肺浸潤 トEosinophilieト ノ關係 ヲ瞥見

スル.aW.L6Mer`8)18)ハ1931年 一 過性肺浸潤

ナル疾患 テ唱 へ臨躰症獣 ノ寡少、Eosinophilie

及 ピー過性 ラ特異 ナ リ トシ、 之二 非結核 性(症

候寡 少性肺炎)ト 結核性(早 期浸潤 〉ノ雨 者 アリ

トナ シ、工eitner納 ト共 二・Eosinophilieヲ ・件 フ

事 ヨ リ本症 ヲ以 テ上述 ノ如 ク「アレル ギー-J性疾

患 ナ リト述 プ。以後本症 二關 シテノ・多獄 ノ報 告

ア リ。卸 チGillard及 ビEprieザ 。},Graveseni'i>,

Magnusson22),Delbocq鋤 等 モ本症 ラ報 告 ス。・

Eckerstr6m24>ノ ・本症1例 ラ報告 シ、之 ハ 粘 調

ナル氣管枝粘液 ガ肺膨脹不全症 ヲ俘ヘ ル氣管枝

閉塞 ラ惹起 シタル結果 ナ リト述 べ シバ特異 ナル

論 ナ リ。 ノ

次 二TuberkuIin注 入 ノ「エオジ ン」性 白血球数

二及 ボ ス影響 二就4テ ノ・Br6samlen25)ノ 、健康

者 ニテノ、Tuberkulin注 射・二・ヨリ「エ オジン」性
ノ

白血球薮 二攣 化 ヲ認 メザル モ、結核 患者 ニテノ・

増加 スル 窺 、之 ノ・個艦 ノ過敏性身犬態 二依 ル モ

メニ シテ個膿 ノ抵抗力 テ示 ス トシ、之 ヲ以 テ豫

後 ラ知 リ得 ト述 ベ タリ。又Rafεauf2の,Rombe㎎

3ηモ豫後良好 ナルモ ノニテノ、檜 加 ス弛 テ認 メ シ

ガ、之 二反 シFauconet£8),本 郷29)ノ・Tuberkulin

注 射 後減少 ス ト言 フ。

其他結核 二於 ケル他 因子 ト「エ オジン」姓白血球

歎 トノ關係二就 イテ ノ報告 二於 イテハR.Blum

3。)ノ・Hoffmannノ 唱 導 セル「エオ ジン
」嗜好性

細胞 性氣管枝炎患者6例 テ報告 シ、各例共嘲 爽

申拉 二血液 中「エオ ジン」性細胞 曾多 ラ見 タリ。

P-G・Schmidt3i)ノ ・特 異 ナル感染「ア レル ギー」

性氣管枝炎 ヲ報告 シ。 「エ オジン」細胞檜 多拉 二

有響性曜音 ガ特異 ナ リ ト言 フ.J.S.Tschu-

prina32)ノ ・氣道 ノ各局所 ノ罹 患印 チ鼻茸Ade-

noide攣 性 、急性及 ビ慢性鼻加答見、肺氣腫、

氣管枝聡 慰、肺結核等 ニ ヨ リテ「エオ ジン」性細

胞増 多 テ來 ス事實 ヨリ「エオ ジン」性細胞増多 ノ

原 因ノ・軍一 ナルモ ノ トナ シ、氣道疾患 ノタメ惹

起 サ レシ血 中02訣 乏 及 ビCO,)檜 加 ニ ヨリテ

Eosinophilieラ 來 ス ト述 ベ タルノ、注 目スベ シe

Antoniazzi33)モ 亦 局所的或 ノ・全身的0露 鋏 乏・=一

ヨリテ「エオジ ン」細胞増 多 テ來 ス述 ブ。
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第2章 検査材料粒二検査方法

先 ヅ京都市立宇多野療養所入所患者中、寄生贔'

病、氣管枝喘息、諸種皮膚病、春期「カタル」、

急性傳染病恢復期、狸紅熱、紳縄系疾患、諸種'
ま ヤ

中毒、白血病、過敏性疾患其他迷走神経緊張症

等凡ソ血中「エオジン」牲白斑球論何等 カノ:影響

ヲ及ポスト認 メラルル疾患合併患者 ラ除 キ、其
の

他 三八何 等特 定 ノ條 件 ラ附 セズ任 意 ノ肺結核患

者 男82名 、女18名 合 計100名 ラ選 ビ1下 記 ノ

検査 方法 二從 ヒテ検血 シ、Eosinophilieテ 呈

スル者22名 ヲ見出 セリ。 之 テ検査 材料 トス。即

チ男18名 、81.8%、 女4名t18.2%ナ リC

1)血 液 検査

先 ヅ上述100名 ニ ツキ 空腹時 テ 選 ビテ午前11

時 肘静脈 ヨリ採血 シテ塗抹標本 テ作成 シrGie-

msa染 色法 ニ ヨゾテ 各例 ニ ヅキ250個 ノ白血

球 ラ算 へ、4.a%以 上 ノrエ オジン」性 白血球 膏

分 率 テ示 ス者 テ湧出 シ、是等患者ニ ツキ改 メテ.

400個 ノ白血球 テ算 ヘ テ4.5%以 上 テ呈 スノレ者

ヲ増 多 トナ シ、上述 ノ如 クEosiaoph{Heテ 有

スル患者22名(22%〉 テ登 見 セ リ0次 二此 中21

名 ニ ツキ4ケ 月後(残 り1名 ハ 死戦期 二達 セル

爲2ケ 月後 〉更 二同様検査 プ施行 スル ト共 二、

同時 二耳朶 ヨリ採 血 シ7Th◎!澱Zeiss計 算 器

'

テ用 ヒテ白血球敷 ラ算定 セリ。..

2)X線 検 査

22名 中X線 爲眞 ヲ得 タル者21名 ニ シテ 其大多

藪 ハ本検査以前及 ビ本検査時 ノ爲 眞 ニ ヨリ、從

ツテ中 三八撒葉 ノ爲 虞 ユ ヨリテ観 察 セル者 ア

リO又 重痙 ニ シテ第一 同検臨 時爲眞撮影 テナシ

得 ザ リシ1名 ハ1ヒムヲ得ズ 其 以前 ノ爲眞 二依v、

リ。

3)Tuberkulin反 慮

Tuberkulinノ ・1專研1製菖Tux)erkulinテ0.5%

石 炭 酸 加滅菌生理的食豊 水ニ テー 萬倍 二稀澤 セ

ル液0.1cc矯 ヲ・以 テ上膳 内側 二皮 内反慮 テ行 ヒ0

判 定ハ48時 間 後 ノ反慮 ヲ以 テ シ、24時 間後 ノ

成績 テ参 考 トセ リ。練 テ該 反応 ト認 メラルル登

赤r浸 潤 、硬結 ノ申其直径最大 ナルモ ノテ反応

度 トシテ之 テmm以 テ示 スa

4)赤 沈 反慮

恒温器 テ使 用 シ常 二擁氏20-22度 二於 テWes,

tergren民 法 ヲ行 ヒ其一 時間値 テ示 ス。

5)雨 池検 査

聰 テ第一何 検 血時前後 二於 ケル成績 テ示 ス。爾

ホ合併症 ハ結核 性合併症 テ記 セリ。

第3章 検査成績

検査成績 テ第一表二掲 グa

第1表E◎sinophilieヲ 有 ス ル患 者 ノ諸 種 検 査 成 績
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(一)(骨)(+)9滲k+ン(一)
劉

気管枝炎型

気管枝炎型

猟 導　 __w… 一 肩一

興

}

16年2月 死亡

氣 管 枝 炎型

…

糟 糠 型?

審議
氣管枝炎型

気管枝炎型?

魚骨枝炎型

血碓 雛 懲 癩 気管枝炎到

第1節

男82名 、 女18名(男82%、 女18%)合 計100

r名 テ昭和15年10月 検 血 シ、 塗抹 標本 ニ テ4.5

%以 上 ノEosinophilieヲ 有 スル着場18名 、女

4名(男81.8%、 女18.2%)合 計22名 ヲ得、其

百分率:ハ22%二 蓬 ス0是 等 ノEosinophilieか
ゆ

　

4ケ 月後(1名 ハ2ケ 月後)、 果 シテ維持 サv居

ル や否 や テ見 ル爲1昭 和16年2月 再 ビ塗 抹標

"本 ,.....テ検 シ、上述;22名 申12名 二於 イテ爾 ホ依

然 トシテ増 多 テ示 シ、10名 ニテ 正常値 ノ範 園

内二選 レルテ見 劣 リ。其 中農 モ著 明ナル檜 多 ヲ

示 セル第 二例 工禁 イテハ20%テ 超 過 セ リ。(第

血液 所見

一表、第二表参照)

第2表Eosin性 白血球百分率

＼ 検醐{
・5年・・月1・6年2月

%ii

4.5未 満Oi10
…一_一 一_

4・卜6・9⊥129

4

__一_一

7.0-9.9:0

10以 上6i3
i　

1合 計22i22 [

次 晶同時 二検 セル「エ オジン」性 白血球絶対敷 ヲ

第一一表 ニテ見 ルニ、400個(1cmm中)以 上 テ
弾
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有 スル者10名 二蓬 シ、殊 二第2、11、19例 一:一・於

イテハ800個 以 上 ヲ算 シ著 明ナ ル壇 多 ト言 ヒ得

第2節

1)赤 沈 反慮42:

是 等Eosinophilieテ 呈 スル22名 ノ赤沈値 ラ第

一表及 ビ第 三表二示 ス
。 帥チ22名 中17名 ハ強

第3表 赤沈反磨検査成績

欝騰 響纈 繍 計
17

度促進者ニシテ赤沈反癒 ヨリ本患者群 ノ現症及

ビ豫後 テ眺ムル時ハ重篤ナル者多薮存セリ.

2)喀 疾検査
、

昭和15年8月 ヨ リ昭和1G年3月 二至 ル3ケ 月

間 二於 イテ毎 月一同施 行 セル喀叛 塗抹検査 ニ テ

ー・同以上陽性者 ハ22名 中15名aシ テ陰性者LI・

僅 二6名 二過 ギズ、從 ツテ是等15名 ハ 開放性

肺結核患者 トシテ ノ重篤 ナル経過 ラ辿 ル者 ナ リ

(第一表蓼 照〉。

3)Tuberkulin反 慮

本患者群20名(2名 ハ 死亡 セル爲本検 査 ラ施行

シ得 ザ リキ/ハ 全部 陽牲 反癒 ヲ 呈 セ リe・今反慮

度 ヲ假 リニ4mm以 下 、陰性(一)、5-9mm、 ●

疑 陽牲(±)bIO-19mm、 弱 陽性(十 〉、20--39

mm,陽 性(什)、40mm以 上 、 強陽性(帯)ノ

五階級 二分 チ、 フ飽 壌疽形成或 ハ出血 テ來 セ

ル者バー階級 テ進 メル事 トシテ是等患者 ノ反慮

度 テ分類 セバ第四表 ノ如 シ。

第4表Tuberkulin反 磨検査成績/

反 臆 度i例 籔

陰 性(一) 0

疑 陽 性(±)

}一

〇

弱 陽 性(+) 2

1

陽 性(什) 13

強 陽 性(柵) 5
一

計 20

抑k結 核Allergieラ 測 定 スル手段 ナ キ現在号

べ しシ
魯

臨淋所見
ス

於 イ テ ノ、Tuberkulinallergieヲ 知 燕 ノ ミニ テ

満 足 ス ル ノ他 ナ ク、 而 シ テTuberkulinhypera・

llergieト 診 断 ス ル ユ モ 如 何 ナ ル標 準 ユ 殊 ル ベ
　

キカ ノ問題 二關 シテハ何等確 定的 ナ ル 遷 ノナ

シ。從 ツテ結核Hypeallergie築 診断 スル晶

際 シテノ、爾ボー層 ノ困難 テ感 ズ ル ノミナ リ。今

便宜 的二上 述 ノ強 陽性反慮 印 チ40mm以 上 ノ

反癒度,テ以 テTuberkulinhyperallergieト ス レ

バ、本患者群20名 中5名 ノミガHyperaller-

gieナ ル ニ過 ギズ、 叉斯 ク40mm以 上 ノ強陽

性 反慮 ヲ示 ス事 ハ結核 既感染者 二於 イテハ屡 篭

見 ラルル虜 ニ シテ、之 ニ ヨリテ本患者群 ガ特 二

Tuberkulinhyperallergieナ リ ト言 フ能 ハズ、

況 ンヤ結核Allergie二 關 シテノ・Hyperaller-

gieテ 呈 ス トハ認 メ得 ズ。

4)嚥 音

イ)1勲 性聡音

濤削郵羅音 テ有 スル者15名 ヲ 占ムル 事 ハ本検 査

材料 ノ病黙 ノー噺 面 ヲ示 スモ ノナ リ(第 一表参

照)。

・)乾 性曝章

乾性曝音ノ・甚 ダ憂牝 シ易キ毛ノナルガ、持績的

第5表 氣管枝炎型肺結核患者11名 ノ

諸種検査成績

1例 数

一{

十 」

呼吸 困酬+

腫
繍
ノ
X

シ

氣

ハ
ナ

例
眞

市
-
寓

潟
(
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煽
叉ノ・一定期間之 ラ蕪取 セシ者 ノ敷ハ7名 ナリe

此7名 ハ何 レモ後述氣管枝炎型肺結核又ハ大空

洞形成ヲ件フ氣管枝炎型肺結核二屡 スルモノナ ・

リ。斯 ク本患者群申少 ナカラずル例数二於 イテ

乾性曝音 チ呈スル事バ特異ナル所見 ト云 フバシ

(第一及ビ第五表饗照)、

5)咳 漱(第 一一及 ビ五表参照〉

咳轍 テ其蚤 とヨリテ少量又ハ無 キ者(一)、 有咳

嶽性一般結核患 ト同程 度ノ者(十〉、一般結核患'

者ヨリ著明二多量 ノ者(挿 、 ノ三階級二分 テバ

襲
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第t及 ビ第五表 ノ如 シe即 チ22名 中9名 二 於
ズ

イテ激甚 ナル咳徽 テ見 シ事ハ本患者群 ノー特質

テ表現 スル者 ナ リ。 是等9名 ノ、全部 氣管枝炎型

肺結核 二囑 ス(後 述〉,

6)呼 吸 困難

無 キ者(一)、 輕度(±)、 著 明(+♪ ノ三群 二分 ツ

(第一及 ビ五表参照)。10名 工 呼吸困難 ヲ認 メ

シ事ノ、本 患者群 ニー特徴 ラ賦與 スルモ ノナ リ。

此10名 中7名 ハ 氣管枝 炎型肺結核 二 厨 ス(後

述)。

第3節 ・X線像所見

1)病 竈蔓延度 トノ關係
　ヂ ご

3r加ning:15仙 内36)ノ病 竈蔓 延度分類 二糠 リテ本

患者群 ラ分類 セバ第一 及 ビ第 六表二示 ス如 シ。

即チ蔓延度最廣範 園 ナル第 七、八、 九群 二屡 ス

ル者合計17名 ニマ テ・ 一見本患者群 ハ重症者

移 キ カノ感 テ受 クルモ、本療 養所 患者 ノ・一般

的轟上述 三群 二鵬 スル者大 多撒 ヲ占メ、山 内鋤

ノ嘗 テ示 セルガ 如 ク 大約68%二 及 プヲ 見 ル

時、而 シテ實験 材料 ノ項 二於 イテ蓮 ベ タル如 久

是等 ノ中 的 何等特定 ノ條件 ヲ附 スノレ事 ナク任

意 ノ100名 ヲ選 ビタル事 テ考慮 スル時 ハ、本患 ノ

者群ハ病竈蔓 延度廣範 園 ナル者 二於 イテ多激 ナ
{「リト言 フ事 ヲ得 ズ

。軍 二病竈蔓延度廣汎 ナル者

一=.於イテモ亦Eos{nophilie一 ヲ呈 スル患者 ノ稀

ナ ラザルラ知 リ得 ベ シ.,

2)病 型 トノ閣係

Albrecht-Fr乞nkel3n,Aschoff$8)細,Nicol4◎)ニ ョ

ル肺結核症 ノ病理解剖學的概念ナル滲出性・檜

殖性乃至ハ硬化萎縮性ナル病型テ臨躰的及ビX

線學的i・・診噺 スル事 ノ困難ナ〃 ・Redekeが1),
ジ

H込bschmann4露)等 ニ ヨ・リ指摘 サvシ 所 ニシテ、

叉吾人臨林家 ノ日常痛感 スル所 ナルモ、此腿 デ

ハ便宜上圭病竈 ヲ中心 トシテ圭 トシテX線 爲眞

二 朗 、臨林所見 ヲモ参照 シテ第一表 ノ女汀ク檜

殖性、滲 出性及 ビ混合性 ノ3型 二分類 ジテEo・

sinophilieノ 病 型 二樹 スル關係 ヲ見 レペ 各型
の

共 ・IF7例宛 テ占 ムル 事 ヨリ本患者群ハ其滲 出

性、檜 殖性、.混合姓 ノ別ナ ク何 レノ病型 ニモ略

支同藪存在 スル テ知 ル。

3)肺 氣腫 トノ關係

此塵 二言 フ肺氣腫 トノ・結核性肺氣腫 テ意 味 スル

モ ノナルガ、肺氣腫 ナル診噺 テ臨林 的乃 至ハX

線 璽的二得 ル事 ノ・其徴 ノ未 グー定度二迄達 セズ

シテ其所見不充分 ナル時 ノ、甚 ダ困難 ニ シテ、唯

肺氣腫 トハ全然認 メ得 ザ蜘者(一)、 幾分其傾 向

アル者(±)、 確 認 シ得 ル者 く十)、 ナル3群 二分

チテ観察 セン トス(第 一表参 照)。 郎 チ本患者群
の

中10名 二於 イテ肺氣腫 ヲ確 認 セル 事ノ・注 目・:一

値 ス。

4)肺 結核登生方法 トノ關係

塾初感 染後現状 二迄逡展 セル肺結核畿生方法 ラ知

ルニノ・X線 爲眞tw・=依 ルベ キガ至當 デ アルガv

複 雑極 マル所 ナキ肺攣 化二於 イテハナル〈ごク多

藪葉 ノ窮眞像 テ墓礎 トスベ キデア リ、而 シテ是

等 チ吟 味 シテモ爾確定 シ得 ザル事 アルハ止 ムテ

得 ズ。余 ハ斯 カル例ハ不明 トセ リ。 今第一及 ビ

第七表 一:一テ見 ルニX線 爲眞 テ有 スル2G例 中15

例 ハ 血行性 ニ シテ2例 ハ氣管枝 性、1例 ノ、肋膜

炎後、2例 ハ不 明ナ リ。郎 チ血行性 ガ大 多敷 デ

第7表 肺結核獲生方法ノ關係

搬 捌 血磯 氣欝 騨 浸酬 不明i
全 例

氣管枝炎型

"}lll}i→ 十皆

劉
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西 内=肺 結 核 二於 ケ ルEesinophilieユ 就 イテ 【第瓢巻

示ム。肺門部 ヨリ浸潤性二肺内二進展セルモノ

ハ1例 モ之テ見 ズe尚 ホ氣管枝炎型肺結核 卜認
ゑ

メラルル11名(後 述)中10名 ノ・血行性ニシテ他

ノ1名 ハ肋膜炎後登生性ナ リ。即チ此事實 ヨリ

氣管枝炎型肺結核 ノ申大多藪ハ叉血行性ナルテ

知ル。

5)爾 他特筆スベキ病的所見5ノ 閣係

第一表二示 ス如ク大室洞 テ彩成セル者8例 アリ

テ此中7例 ハ肺上野二、1例 ノミハ肺下野二之

ラ認 ム(第一表及ビ第八表参照〉。
＼ノ

第4章

第8表EosiRophilieヲ 有 ヌル 患 者 ノ分 類

氣管枝炎型1僻 灘 蛎1

大空醐8{突 窒鱗
ノ,

他

計

其

合

3

Q
U

22

即 チ大室澗 ヲ形成 セル青8例 ヲ占 ムル事 ハEo、

。sinophilieト 斯 カル攣 化 墨ノ間二何等 カ ノ關係

アル ヲ思 ノ、シム登

Tuberkulin注 入 ノEosin自 血 球数 二及 ボス影響

肺結核 患者9名 二傳研製 蕗TuberkulinIOOi9

液0.1ccラ7名f・ 皮 内 二、2名 ノ・皮下 二注 入

シ、 前後 ノ血1中塗 オジン」白血球撒 ヲ塗抹標 本

ニ テ毎 同400欄 ノ白血球藪 テ撒 ヘテ検査 セ リ
。

其成績 ハ第 九表 ノ如 シ。

帥 チ第3、4、7、8例 ノ4名 ハTuberkulin=注

入後塒 加 テ、 第1、5、6例 ノ3名 ノ・減 少 テ 示

シ、更 二第2、9例/2名 ニ テハ 注 入後 ■ 日及

ビ2日 後 二於aテ 増加 ノ傾 向テ示 匂 シガ、實験

誤差或 ハ生理的動瑠 ノ範園 テ出 ヌ ト考ヘ ラル ル

黙 ア リテ ソメ判定不能 ナ リe是 等9名 ノ成績 ニ

テハ實験例藪爾 ホ少敷 ナル ヲ以 テ今直 二本題 目

二關 シー定 ノ結 論 ヲ噺 ズルヲ躊躇 ス。 ・

亀

第9表Tuberkulin注 入 ノEosin

白血 球 二及 瀞 ス影 響

患
者
番
號

ノ

注
入
局
所 儒瞳

一一 一一

一

日

後

二

日

後

四

E

後

悪
間

倒

1列

定 、

勾 皮 内12,¢.25 0.75
-

2.5

0.75 0・510・75 減少磁
2 皮 内/1.33

」

一
ρ・83

一
2.25
一 一

論器
ζ

不 明 ・
…

3一 麟 盛
皮 内1。75

3.25 屯75 4.75
-

2.5

塀加
4

一
2.25
一
2.5

～
2・25{2・25 増加 爆

5 皮内 一

一

0.4 0.4 iO 減少
6 皮内}

1
-

2

rず
2 1.2 i1.2

げ堀

減少 　

7 皮内
…

2.8 3.2
}

…奪・8
墳力購

§

8 皮 下11・25

Ol

　

一
2.25 2.£5

-

0.75

1,951 3・ 墳力吋
9
一

皮下i
一
〇.25

墨

'0101不 明

第5章 総括及考按

血 中「エオジ ン」白血球 二何等 カ ノ影響 ア リト考

ヘ ラルル合併症 ヲ有 スル患者 列除 キ
、任意 二選

ベル肺結核患者100名 二就 キ血液 塗抹標 本:・テ

「エ オジ ン」白血球 百分率 テ検 シ22名(22%)二

於 イテ4・5%以 上 ノE◎sinophilieテ 登 見 セ リ。

ヨツテdケ 月後(1例 ノ ミ2ケ 月後),ニ ハ是等患

者 ノ「エ オジン」白血,球撒 ハ如例 二・攣化 セノレカ、

叉 其絶封数 テモ知 ラントシテ検査 ラ行 ヒ、12名

晶於 イテノ、爾 ホ依然 トシテ百分 率 ニテ檜 多 テ示

シ、10名s於 イテ 羅封藪 ニ テモ 増 多 テ示 セル

テ知 レリ。

是 等22名 二就 キ臨 休的、X線 曜的其 他諸種 検

/

査ヲ施行 セシ結果下記 ノ如キ關係り得 タリ。
1)病 攣度 トノ瀾係,病 攣度二關スル因子 トシ

テ赤沈反慮、喀疾申結核菌 ノ有無、漁性曜書、

病竈蔓延度蚊二病型 テトリテ上述22名 ノ病攣

,第6表 病墾度トノ關係
.鵡 』_争

症 候 別 患 者 群 隈

1・赤沈高度叉ハ強度促進セル者 『一
} 璽

鐙

些

璽

蔓
12

2。喀疲中結核菌(十)者

3。温性蝿音 ヲ有スル者

4・病竈蔓延度第七、入、九群ナル者

5・滲出性叉ハ混合性ナル病型 ヲ呈スル者

6・ 上掲華 候軋2・4・5ノ 四症候 ヲ蕪有ヌノ堵

・{
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度 テ観察 ス レバ(第 一、第 三及 ビ第六表蓼照)赤

沈反 鷹ノ・17名"・・9Pt度促 進 シ、 開放性結核患者

ハ16名 二達 シ、漁 性嚥音 テ有 スル者15名 ニ シ ・

テ、X線 窮眞像二於 イテハ 病竈 蔓延度ハ17名

晶於 イテ、第 七、八、 九群 ノ如 キ廣範園 ノ者 ア

リe病 型 二於 イテハ14名 二滲 出性或 ノ、混合性

ナレ病型 ラ有 スル者 アリテ赤沈反慮 高度 又ノ、彊

度 ≒速進 シ、開放性 ニ シテ病竈 蔓延度第 七群以

上ノ廣範園二汎 リ而モ滲 出性或 ノ、混合性 ナル病

型 ヲ有 スル所 ノ是等 四症候 テ兼有ス ノレ者ノ・第 一
き る

,、表 二,見ル女Rク、 第1、4、5、6i8、9 、;O、11、

15、16、'17、22例 ノ12名(54.5%〉 二達 シ爾 ホ

、此 ノ中第4、5、6、15、16、 及 ビ17例 ノ7名 ノ、

後述氣管枝炎型 肺結核 二属 ス.即 チ緒論 二記載

セルNaegeli其 他 諸家 ノ説 ノ如 ク、 重症 者一.

テハ「エオ ジン」白血球 ハ減少又 ハ清滅 シ、其潜

茄 乃至出現 ハ豫後佳 良 ノ徴 ナ リ トハ断 言 シ得 ズ

シテ、慢性肺癬患者 ノ約22% s而 シ テ病攣 度

二關 シテハー定数 ノ重症者"於 イテ斯 カルEo .

曲ophilieデ 有 スル患者 ノ存在 スル テ知 ル。爾

此22%ナ ル薮値 ハ前述Fabrisガ 活 動性結核

患者中E・s{n・philieテ 謹 明 セ シ23%ナ ル値 ト♂

奔 クー致 切 ・然 レドモ叉本全被検患者ノ・上ヒ較的

重症者多 キ療養所患者 申 ヨリ任意選澤 セ シ者

ナルガ故二、Eosinophilieラ 有 スル肺結核 患者

ノ中其54.5%ハ 重 症肺結核患者 ナ リトハ考 へ

得 ズ シテ、重症肺結核患者 二於 イテモ而 シテ殊

二氣管枝炎型肺結核 ノ重症者 ユ於 テv・Eosino-

philieヲ 有 スル患者 ノ決 シテ稀 ナ ラザルテ知 リ

得 ル、

2)肺 結核登生方法 トノ關係。20名 申15名 ノ・

血行性 二i途展 セル者 ニ シテEosinophilieテ 呈

スル肺結核 患者 ニハ多数 ノ血行性肺結核 ガ存 ス

ル テ知 ル。

3)氣 管枝炎型肺結核i`ノ 關係.NeUmanni3i

ノ・L.Bardガ19(践 年 始 メ猫 結核病型 ノー

トシテ臨林的 二唱導 シ、其後 其墨徒Pi6ryト

共 二研究 セル氣管枝炎型肺結核 テ詳論 セ リ。今

本患者群 二就 キ観察 ～礼ルニ第一表 及 ビ第十表 二

第10表 氣管枝炎性症候 トノ關係

7(7例 共氣管枝炎

型二閣ス〉

咳漱激甚ナ〃モノ9◎ 例共氣管枝火
ぐ十十)型 二罵メ)

呼璽 懸 フ"慰 駒 騨枝

肺 氣 腫 ヲ呈ス ル モ1395例 ハ氣管 枝 炎
ノ(十)ピ ±)型 二隔 ヌ ・

示 セル如 ク乾牲曙 音 テ聴取 セ シモ ノ7名 、咳漱

激甚 ナル者9名1呼 吸 困難 テ訴 フル青15名 、肺

氣腫 ノ徴 ヲ認 ムル者13名 弗蓬 シ・X線 所見

テモ観察 シテ氣管枝炎型肪結核 ト思惟 サル ・者

ノ、第2、4 。5、12、15、16、17、18、19、22{列

ノ合計11名 ナ リ(第1、 第5、 第8表 蓼照)。 部

チEosinophilieヲ ・有 スル肺結核患者中ニハ少

カラザル氣管枝炎型肺結核患者 ガ存在 スル。嘗

テ飯 久保矯 ガ 氣管枝炎型 肺結 核患者11例 中6

/、例 二於 テEosinophilieヲ 読 明 セルニ封 シ、余

ノ検査 ハ反封 ノ研 究方 向 ヨリ同一知 見テ得 タル

モ ノナ リ。、 、

4)大 室洞形 成 トノ關係e次 二第1表 第8表 ノ

如 ク8例 二於 テ大 空洞形成 ヲ見、其壁比較 的肥'

厚 シ顯著 ナル増殖 ヲ示 ス.凡 ソ斯 クノ如 キ者 ノ

肺組織 拉二氣管枝 ハ爲 二牽 引其他種々ナ ル機 械

的作 用 テ蒙 リ、實際空洞 ノ占メル容積 以上 ノ範

園二汎 リテー程 度 ノ呼吸機能 障碍 テ受 クル事 ガ

考 ヘ ラル。 ・ 物

5)呼 吸機能障碍 トノ關係。本群22名 中 《1>

呼吸 困難 ヲ呈 スル 氣管枝炎型 肺結核患者11名

(此中5名 二於 テハ大室洞形成 テ認 ム)拉 二其他

・=.大室洞 ヲ形 成 セル3例y見 、(2)結 論 二述 ベ

タル如 クJ.S.Tsehuprinaハ 血 中Ant◎niazzi

ハ局 所的或 ハ全 身的02鋏 乏 ガEosinophilie

ノ原 因ナ リト断定 シ、 〈3>叉 氣管枝喘息 ノ如 ク

呼吸困難 テ招來1スル者 二Eosinophilieテ 來 ス

事 テ考慮 スル時、Eosinophilie・}呼 吸困難乃至

ノ・肺 呼吸機能障碍 トノ間ニハ密接 ナル何等 カノ

關係 アル テ思ハ シム。
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6)本 患 者群 二於 テモ末期或 ハ死 戦瑚 轟至 リテ

ハ「エ オジ ン」白血球薮著 明二減少 シ
、途 二消滅

スル事 ハ第12及 ビ第16例 ニ ヨリテ明 カナ リ
。

サ

7)本 患 者群 ノ性 別蚊 轟結核Allergie.:一 一關 シ

テノ・何 等特 異ナ ルモ ノヲ認 メズ
.即 チGrass及

ビSimmert,Leitnerノ 所 論 ニノ、賛 シ得 ズ。

8)Tuberkulin注 入 ノ血 中「エ オジ ン」白血球

撒 二及 ボ ス影響 二閣 シテハ今直 ニー定 ノ結 論テ

得 ズ.

第6章 結 論

1)京 都 市立宇 多野療 養所 入所患者100名 二就

キEosin白 血球 藪 テ検査iシ、22%a於 テEo-

sin・philie靖 ス ノ曙 磯 見 セ リ
e此 中4ケ 月

後 モ爾依然 トシテEosinophilie.ラ 呈 セル者12

名 ニ シテ、爾其際 「エオ ジン」自血球羅封数 ノ檜

多 テモ呈 セル者10名 ヲ算 スc

2)上 述22名 中 臨肱的及 ビX線 學的 二 重 篤ナ

ル病慶 度 ラ呈 スル者12名 ニ シテ、 此重症 ナル

12名 中7名 ハ 氣管枝 炎型肺結核患者 ナ リ.即

チ重症者 二於 テモ、而 シテ殊 二氣管枝炎型肺結

核 患者 ノ重症者 ニ テノ・E◎sin◎philieラ 呈 スル

事 ノ、決 シテ稀 ナ ラズ。 而 シテ肺結核 へ於 テ 「エ

オジン」白血球 ノ檜加又 ハ出現 スルハ輕 快又 ハ

豫後佳良 ノ徴 ナ リトスルNaegeli其 ノ他 ノ説

轟封 シテハ 斯 ル 例外的 ナルモ ノ ・存 スル ヲ知

ル ⇔ 、

3)本 患者群 中ユハ多藪 ノ血行性肺結核 患者 ガ

存在 ス。

4/11名 ハ 氣管枝 炎型肺結核患者 ナ リ
e之 一=・

'
ヨ リテ氣管枝 炎型肺結核5Eosin◎philieFノ

間ニハー定 ノ驕係 ノ存 スルテ認 メ得ル。尚本

11名 中10名 ハ血行姓肺結核患者サ リ。

5)8例 ニテ大室洞形成テ見、而シテ其中5例

ノ・氣管枝炎型肺結核 ナル事 ヨリ斯 カル大室洞形 、:
へ

成及 ビ之 二件ヘル結締織檜 殖機轄 ハ氣管枝炎型

肺結核 ノー成因 ト考へ得^・シ。

6)第5章5)二 於 テ述 〈ごタル如 クEosin(パ

philieト 呼 吸困難i乃至肺 呼吸機能 障碍 トノ間ニ

ハ何 等 カ ノ關係 アル ヤラ思 ハ シム
。 ・

7)但 シ斯 カル患者 モ於 テモ末期或 ハ死職期 ニ
ノ

至 リテハ「エ オ ジン」白血球籔ハ著明』減少或ノ・

清滅 ス。

8>性 及 ビ結核Allergie二 封 シテハ認 ムベ キ

關係 ナ シ.

9)Tuberkulin注 入 ノ血 中rエ オジン」白血球

二及 ボス影響 二閣 シテハ本検査 二於 テノ・未 グー

定 ノ關係 テ得 ズ。'集

欄 影 ルユ常 リ御懇篤 ナル御指導 ト御校閲 ヲ賜

ノ・リシ所長 日下部周利博士二深甚 ナル謝 意 テ表

ス 。
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